
 

 

令和４年度 学校評価報告書（実施結果）                        県立横須賀高等学校（全日制）                                      

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 

１年間の目標 

 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月 11日実施） 

総合評価（３月 31日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

①学習指導要領改
訂に対応し、教科
学習と課題研究の
相乗効果による
「知の循環」が有
効に機能するため
の教育課程を編成
する。 
 
 
 
②「主体的・対話
的で深い学び」を
実現するために、
更なる授業改善に
取り組み、評価方
法を研究する。 

①新学習指導要領へ
の移行を契機とする
授業形態の転換を活
かし、教科学習およ
び探究活動への生徒
の主体的な取組を促
進することにより、
科学的思考力と創造
性、国際性を伸長す
る。 
 
②学力伸長および
「深い学び」の実現
を目標に、新学習指
導要領に基づく指導
に活かす評価を追究
する。また、主体的
な学習の促進をテー
マとする授業改善を
引き続き進める。 

①SSH 事 業 に 加 え 、
STEAM 教育推進指定校と
しての実施計画を適切に
作成し、実践する。 
①学力向上ＷＧと協働
し、公開研究授業等を通
じ組織的に授業改善に取
り組むことで、新しい授
業形態への転換を促進す
る。 
 
②授業見学や研究授業
等、教員相互の授業研究
の機会を増やす。生徒の
振り返りを基に、教科と
して授業改善を図るカリ
キュラムマネジメントを
進める。 

①SSH 事業・STEAM 教育
に係る校内体制、実施計
画を適切に作成し、実践
できたか。 
①授業評価等を用いて生
徒の変容をはかる。 
①課題研究や探究的な学
習活動と各教科学習を往
還させた授業改善を図っ
ているか。 
 
②「生徒による授業評
価」および「学力調査」
等の結果。 

①SSH 事業全般におい
て円滑に実践できた。
STEAM 教育推進は、SSH
に包含されているもの
の実践面で問題はなか
った。 
①年２回の授業評価と
そのフィードバックは
適切に行われた。 
 
②公開研究授業の実施
に当たり、「深い学
び」の獲得に向けた授
業実践について職員全
員を対象とする討議の
場を設けたことで、研
究協議の意義を高める
ことができた。 
 
②公開研究授業及び横
高スペシャル講座で知
の活性化が図ることが
できた。 

①実施計画を作成す
る段階で２つの事業
の棲み分けが必要で
ある。 
①新しい評価の観点
についての共通理解
が必要である。 
①教科横断型の授業
スタイルへ挑戦しや
すい環境を整える。 
 
②校内での研究授業
の機会を増やし、恒
常的に授業見学を行
い、教員相互の理解
やスキルを高める。 

新学習指導要領へ
の移行、 70 分授
業・2 学期制等こ
れまでを総括した
より充実した教育
活動を望む。 
 
PC の活用やグルー
プワークなど、生
徒が楽しそうに学
んでいる。少人数
のグループワーク
で学びを深めてい
るのも良い。 
 
SSH の取組が生徒
の負担にならず、
楽しく取り組める
ことを望む。 
 
「一人一台端末」
については電源の
問題を解消するよ
う検討してほし
い。 

①STEAM 教育・SSH 事
業、ICT 環境のさらな
る整備、70 分授業、
２学期制について校
内で具体的な検討を
進めた。 
 
①海外の学校との交
流や留学生による校
内プログラムを実施
した。 
 
①SSH のポスター発表
を１、２学年同時に
対面で実施し、多く
の外部機関の講師の
方々に参観いただい
た。 
 
②公開研究授業の後
に全職員対象の研究
協議を実施できた。
今後の形態について
さらに検討改善が必
要である。 

①STEAM 教育の理
念と実践方法を職
員間で共有し、組
織的に取り組む。
教科横断型の授業
実践に取り組む。 
  
①SSH NEWS を活用
し、SSH、STEAM 教
育の活動を発信す
る。 
 
②生徒の第一希望
に応じた進路実績
に達するよう、授
業の質（バラン
ス）と量の改善に
取り組む。 
 
②公開研究授業の
充実とともに、日
常的な相互見学を
進める。 
 

２ 
 
生徒指導・
支援 

①特別活動や部活
動を通じてトータ
ルな人間教育を行
い、将来リーダー
シップを発揮でき
るようなバランス
の取れた人材を育
成する。 
 
②ＳＣ、ＳＳＷや
外部機関と連携し
た支援体制を構築
し、個々に応じた
支援を行う。 

①令和２年度からの
コロナ禍により、変
容が迫られる特別活
動や部活動に生徒が
積極的に取り組むよ
う支援し、校訓「自
主自律」の精神を育
む契機とする。 
 
②ＳＣとの連携体制
やＳＳＷ等外部機関
との連携による生徒
情報及び生徒支援の
手立てを、校内で迅
速に共有し、生徒
個々への支援に活か
す。 

①特別活動や部活動への
積極的な参加を促す。 
①「自主自律」について
生徒自身が考える機会を
作り、生徒によるルール
メイキングを進める。 
 
 
 
②教育相談コーディネー
ターの役割を機能させ、
個々のケースに組織的に
対応する。 
 
②SC 来校時の関係職員
との振り返りの時間を確
保する。 

①部活動加入率 
 
①アンケート結果等か
ら、生徒の変容をはか
る。生徒による新たな企
画・取組は見られたか。 
 
 
 
②個々のケースにおい
て、時期を逃さず解決策
を検討し、適切な支援を
行えたか。 
 
②情報共有を十分に行い
支援につなげることがで
きたか。 

①新入生に向けて部活
動紹介及び勧誘を実施
した。加入率は 92％を
超えた。 
①生徒によるルールメ
イキングについては、
「生徒申し合せ」の改
定に生徒会役員会で取
り組んでいる。 
 
②SC 来校時に、教育相
談コーディネーター及
び関係職員による振り
返りを確実に行うこと
で、後の支援に向けた
組織的対応に繋げた。 
②SSW、SC による職員
対象研修会により、
SSW、SC 制度活用につ
いての職員の認識が深
まった。 

①部活動に多くの生
徒が参加しやすいよ
う環境を整える。 
 
①生徒によるルール
メイキングについ
て、次年度6月の生徒
会長改選までに目途
を立てる。 
 
②教育相談コーディ
ネーターが本来の役
割を果たせるよう教
育相談体制の充実に
努める。 
 
②SCに加え、SSW制度
を活用することで、
個々の生徒の多様な
問題解決に繋げる。 

朋友会 HPに学校の
様子の情報提供と
して会報「母校
編」をアップし
た。生徒会の生徒
の生の声を載せる
ことができたこと
は大きな収穫であ
る。 
 
学校広報について
生徒有志が活躍、
学校説明会でも好
評を得た。 

①部活動の加入率は
92％を超えており、
上位の大会、コンク
ールなど評価できる
実績は多いが、時間
的にも、指導内容に
おいても生徒がより
満足できる活動環境
を保障したい。 

 
②SSW の制度について
職員研修を行い、職
員の理解を深めるこ
とができた。 
 
② SC との連携に加
え、SSW とも連携する
ことで生徒の抱える
多様な状況に対応す
ることができた。 
 
②教育相談コーディ
ネーターの制度が十
分に生かされていな
い。 

①４月の部活動紹
介や新入生勧誘に
２、３年生が十分
に取り組めるよう 
コロナの状況に合
わせて検討し、実
施する。 
 
 
②SC・SSW との面
談後の振り返りを
充実させる。 
②日常的な生徒情
報の共有の仕組み
に加え、SC,SSW を
含めた組織的な教
育相談体制を構築
する。 
 
②教育相談体制に
ついて職員の理解
を深め、適切な運
用に繋げる。 



 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 

１年間の目標 

 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月 11日実施） 

総合評価（３月 31日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

３ 
進路指導・
支援 

①生徒一人ひとり
が高い志望を実現
するためのキャリ
ア教育プログラム
を構築し、３年間
を通じて一貫した
進路指導を行うこ
とで希望進路の実
現に繋げる。 

①生徒や保護者へキ
ャリア形成について
考える機会を効果的
に提供し、生徒が強
い意志を持って第一
志望進路を選択でき
るよう、３年間を見
通した進路指導を行
い、その実現につな
げる。 

①未来ナビ、医療系ゼミ
を社会状況にあった形で
運営する。 
 
①ICT を用いた模試の分
析等を含め、進路指導に
係る各種指導内容（模
試・講習の実施・情報提
供・進路相談）を連携さ
せる。併せてキャリアパ
スポートの活用に取り組
み、第１志望進路の実現
を図る。 
 
①保護者への情報提供の
回数と内容の充実を図
る。 

①未来ナビの満足度調
査。医療系ゼミを年５回
以上開催できたか。 
 
①各講習を有効に活用で
きたか。（参加人数。講
座受講後等のアンケート
結果） 
①模試の有効活用によ
り、進路指導計画の効果
的な実践ができたか、ま
た、職員の進路業務に係
るスキルアップは図れた
か。 
①ICT を活用した進路情
報を保護者と共有できた
か。 

① 未来ナビの生徒満 
足度 99％。医療系ゼミ
８回開催。 
① 6月実施土曜講座は 
27 講座・延べ 426 人受
講。夏期講習は 40 講
座・延べ 546名受講。 
①年間 10回職員対象の
進路支援研修会を実施
し、模擬試験の結果分
析や出願指導等に関す
る職員のスキルアップ
を図った。 
① 保護者進路説明会 
を前期・後期に実施。
教員に加え、外部業者
による各学年に応じた
講話も実施した。 

①未来ナビは1年生で
実施(移行措置により
今年度のみ2年生も実
施)としたが、生徒の
満足度は、昨年度以
上の好結果となっ
た。 
①講座毎の参加人数
は、昨年比で6月土曜
講座で約 4%減少し、
夏期講習では約 13%増
加した。講習の在り
方について今後検討
が必要と考える。 
①保護者説明会の形
態、内容についてよ
り効果的なものとな
るよう改善を図る。 

総合型選抜受験に
向けての面接や小
論文指導に力を入
れてはどうか。 
 
進路指導について
は塾や予備校に任
せず学校が責任を
持って行ってほし
い。 
 
 

①コロナ禍は完全に
収束はしていない
が、前年度よりも対
面の行事を増やし、
未来ナビや各講習・
セミナーを実施し
た。 
 
①ＯＢによる講話、
留学生との交流等の
様々な機会を設けた
ことが、生徒が自身
の未来と向き合う貴
重な機会となった。 
 
①外部機関の紹介を
受け、国際性涵養の
講演を実施した。 

①進路実績の向上
を目指し、実効性
のある取組を実施
する。特別クラス
の在り方も検討が
必要。 
 
①生徒にとって適
切な進路希望の設
定とその実現を支
援するために有効
な進路支援体制を
構築する。 
 
①1 年時からの３
年間を見通した進
路プログラムを実
施する。 

４ 
地域等との
協働 

①探究活動を中心
に近隣の小中学校
等との交流を行
い、地域貢献に繋
げる。 
 
 
 
 
②コミュニティス
クールを活用し、
保護者・地域との
連携をより一層深
め、開かれた学校
づくりを推進す
る。 

①探究活動や課題研
究を通して得た知見
を地域へ積極的に発
信し、地域社会にお
ける科学の普及や地
域の活性化につなが
るネットワークの構
築を図る。 
 
②コロナ禍で停滞し
ていた地域の教育力
の活用を具体化し、
地域への貢献ととも
に、家庭・地域によ
る生徒の人間性・社
会性の育成にもつな
げる。 

①各種コンテストや学会
に積極的に挑戦して得た
知見を基に、生徒による
地域の児童・生徒に向け
た「科学（実験）教室」
の主体的な企画・運営を
行う。 
 
 
②地域の防災訓練等の活
動に参加し、地域の課題
解決への参画を図る。生
徒と地域住民が相互にボ
ランティア活動に参加で
きるような環境整備に努
める。 

①各種コンテストへの参
加状況のほか、リフレク
ションシートを用いて生
徒の変容をはかる。 
①生徒による地域への科
学教室が主体的に企画・
運営できたか。 
 
 
②地域の防災訓練等に関
わることができたか。生
徒が地域の活動に参加で
きたか。地域住民が学校
支援ボランティアに参加
できたか。 

①コロナ禍での制約が
減り、校外のコンテス
ト等へ多くの生徒が挑
戦した。 
①地域に貢献する科学
的活動も例年並みに行
えた。 
 
 
②地域の防災訓練につ
いての実施状況等情報
を得ることはできた
が、生徒の参加には至
らなかった。 

①広く科学の普及に
つながるネットワー
クの構築が未達成だ
った。 
 
 
 
 
 
②コロナ禍の影響は
残るものの、感染防
止に努めながら生徒
が防災訓練に関われ
るようまず第一歩を
進める。 

PTA として学校防
災活動への参画を
考えたい。 
 
 
 
 
 
 
コロナの影響が落
ち着いてきている
ので、地域との連
携や PTA 活動に学
校施設の開放を望
む。 

①地域の小中学校、
高校とトウキョウサ
ンショウウオに係る
地域連携を継続・発
展させることができ
た。 
 
②PTA 及び地域の方に
よるボランティア活
動については令和４
年度は取り組めなか
った。 
②地域の防災訓練へ
の参加、町内会館・
学校の施設の相互利
用など提案をいただ
いた。 

①学校内外の環境
美化に取り組む。
校内の花壇等の維
持管理をコロナ禍
前のような PTA の
ボランティアバン
クメンバーと取り
組む。 
②地域連携は十分
にできなかった
が、生徒が参加で
きる活動も増えて
おり、改めて連携
体制を整える。 
②地域の防災訓練
への参加を検討す
る。 

５ 
学校管理 
学校運営 

①令和２年度末か
らの耐震工事に備
えて環境整備を進
め、教育環境への
影響を最小限にと
どめる。 
 
 
②ＨＰをはじめと
したツールを活用
し、学校からの積
極的な情報発信を
行う。 
 
 
 
 
 
③教職員の仕事を
精査し、組織的な
学校運営と校務の
効率化を図る。 

①仮設校舎からC棟へ
の移転及びA棟から仮
設校舎への移転につ
いて安全に万全を期
すとともに生徒の学
習環境への影響を最
小限に抑える。 
 
②Google Classroom 
ロイロノート、スタ
ディサプリ等のツー
ルを活用した学習環
境の円滑な運営を行
う。生徒目線による
広報コンテンツを用
意し HPをより充実さ
せ本校の魅力を発信
する。 
③Teams 活 用 の 推
進、特に掲示板と
Chat 機能を活かして
情報の周知や共有の
効率化を図る。 

①工事の工程・状況につ
いて情報共有、業者も含
めた連携を確実に行い、
安全な学習環境を確保す
る。 
 
 
 
②一人一台端末の導入を
踏まえ、特に新 1 年生が
Google Classroom、ロイ
ロノート、スタディサプ
リ等の学習アプリを円滑
に活用できるよう支援す
る。生徒広報タスクフォ
ースを立ち上げ、生徒と
ともに広報活動を行う。 
 
③各種の情報共有を非
常勤講師・事務職員も
含め職員が Teams を使
って行えるよう環境を
整え、定着を図る。 

①耐震工事に際して適切
な環境整備を実施できた
か。 
①耐震工事に関する情報
共有、連携が必要な時期
に適切に行われたか。 
 
 
②日々の教育活動におい
てインターネットへの接
続やアプリケーションの
起動が円滑に行われた
か。生徒目線の魅力的な
コンテンツが HP にアッ
プロードされたか。 
 
 
 
③日々の業務において、
情報の周知・共有が適切
に行われたか。 

①耐震工事に係る移転
に伴い、情報共有を図
り、情報機器、配線等
の切り替えも含め円滑
に移転を完了した。 
②各種ソフトウェアの
アカウント作成によ
り、ソフトウェアを活
用した学習活動を進め
ることができた。生徒
広報タスクフォース立
ち上げによって生徒目
線での広報活動が展開
され、SNS(Twitter)や
学校 HP等での情報発信
力が向上した。 
③Teams による資料共
有や Chat機能によるコ
ミュニケーションの円
滑化によって効率良く
業務が進められるよう
になった。 

①今後も空調その他
の工事との調整など
情報共有に努め、学
習環境を確保する。 
 
②生徒目線での広報
活動の持続可能性が
課題である。今後も
継続的に広報活動に
生徒たちの参加を促
す必要あり。 
 
 
 
 
 
③校務ネットワーク
の状況から職員室で
しか資料を閲覧でき
ないため、会議のペ
ーパーレス化が引き
続き課題である。 

学校の施設（トイ
レ等）について性
的マイノリティへ
の配慮が必要。 
 
ICT の活用を一層
進めて教育活動の
充実につなげてほ
しい。同窓会で寄
付したスクリーン
もよく活用されて
ぃる。緒方モニタ
ーの導入も検討す
るとよい。 
 
生徒に余裕を持っ
て接することがで
きるよう働き方改
革を進めてほし
い。 

①A 棟の仮設校舎への
移転を滞りなく完了
した。教室へのスク
リーンや、デジタル
時計の設置、また、
空調設備、BYOD の環
境の充実等施設面で
の整備が進んだ。 
 
②公式ツイッター、
学校説明会など生徒
による積極的な情報
発信が学校の魅力を
生徒目線で伝えると
同時に、生徒の新た
な活躍の場となっ
た。 
②職員会議資料や生
徒・保護者あて文書
のペーパーレス化に
取り組んだ。さらに
工夫する必要があ
る。 

①今年度の校舎間
の移転のノウハウ
を次年度の工事完
了後の移転に活か
す。 
 
②一人一台端末の
活用により、令和
４年度よりもさら
に進んだ授業作り
やキャリア教育
等、先進的な取組
を進める。大型モ
ニターの導入な
ど、さらなる教育
環境の整備を図
る。 
 
③業務アシスタン
ト制度の活用によ
り、職員の負担軽
減を図る。 
 

 


